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要  約 

A農場の乳用牛において、胚移植（以下 ET）前の発情期に膣粘液検査（以下 VMT）で膿汁混在が

無いことを確認して ET を実施したところ、VMT 未実施で ETを実施した場合の受胎率と比較し、有

意差はなかったが 37.2%から 54.5%に上昇した。 

また、発情期の VMT で膿汁混在があった個体に対し 0.5%のポビドンヨード（以下 PI）で治療し、

7～8 日後の ET 実施に向けて黄体機能への影響を調査した。当試験場において、発情期に 0.5%PI を

子宮内に 133ml 注入したところ、7日後の血中プロジェステロン（以下 P）値は平均 2.0ng/ml と、

PI無処置の場合の平均 3.8 ng/ml より有意に低かった。また、A 農場において、発情期の VMT で膿

汁混在があった個体に 0.5%PI を 133ml 子宮内に注入したところ、有意な差ではなかったが 8 日後の

黄体形成（20mm 以上）割合は 6/15頭（40.0%）で、VMT で膿汁混在の無い PI無処置の場合の 18/28

頭（64.3%）より減少した。このことから、発情期の VMT で膿汁混在があった個体へ 0.5%PI、133ml

を子宮内に注入した場合、黄体機能が減退することが推察された。 

 

 

緒  言 

子宮内膜炎は繁殖成績を低下させる要因の一つとされている。子宮内膜炎の診断は子宮内膜細胞

診が最も信頼性が高い検査手法であるが、手技の煩雑さ等からその実施率は低い１）。子宮内膜炎は

VMT で膿汁混在を伴う臨床性子宮内膜炎と膿汁の排泄が認められない潜在性子宮内膜炎に区別され

る。臨床性子宮内膜炎は分娩後 40 日以降の約 20%の牛に認められ、VMT で膿汁混在を確認すること

は臨床現場に適した検査手法であることが報告されている２）。一方、分娩後 5 週における VMT で膿

汁の排泄が認められず、子宮内膜細胞診のみ陽性となる潜在性子宮内膜炎も 28%存在するとの報告

もある３）。しかし、粘液の分泌が亢進する発情期に VMT を実施することで、潜在性子宮内膜炎にお

いても粘液への膿汁混在の発見率が高くなるとされている４）。 

本県では、近年、乳用牛への和牛受精胚の ETが増加しているが、ET前に黄体確認は行っている

ものの、VMT を習慣としている農場はない。 

そこで、定期的に ET を行っている A 農場において ET前の発情期に VMT を実施し、膿汁混在のな

い個体のみを ET 対象とすることにより受胎率の向上を試みた。 

また、発情期の VMT で膿汁混在があった個体に対し、PI で治療し 7～8 日後の ET 実施に向けて黄

体機能への影響について調査した。注入する PI の濃度については 2.0%では細胞毒性が強いことが

報告されている５）。また、AI 実施翌日の PI 注入において、2.0%より 0.5%の方が受胎率が高いこと

が報告されており６）、0.5%PI の子宮内膜への侵襲性は低いと推察されることから、使用する PIの 

濃度は 0.5%とした。注入する薬剤量について、乳用経産牛の両子宮角の先端まで行き渡らせるには 
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30～60ml で十分としているものの、細菌発育率低下には 0.5%PI では膿様貯留物の 10倍量以上必要

と報告されている７）ことから、今回、潜在性子宮内膜炎での注入量 60ml６）より多い 133ml を子宮

内に注入し、黄体機能への影響について調査した。 

 

 

材料及び方法 

試験1 

調査内容：A農場（乳用経産牛280頭飼養）の分娩後40日以上経過した経産牛において、黄体期にク

ロプロステノールC（フジタ製薬）2mlを筋肉内投与し2～3日後又は自然発情により外部発情兆候を

示した個体に対し外陰部から膣鏡（富士平工業）を挿入し、VMTを実施した。VMTで膿汁混在が無い

ことを確認した個体に発情から8日後にETを実施し、VMT未実施で同様に発情から8日後にETを実施し

た場合の受胎率とFisherの正確検定で比較した。なお、受胚牛は超音波画像診断装置（sasi-scan，

BCF社）を用い卵巣画像で黄体長径20mm以上の個体のみとした。また、用いた胚は体内受精新鮮胚の

みとした。妊娠鑑定は胎齢28日以降に経直腸超音波診断により実施した。 

試験区分：VMTで膿汁混在が無いことを確認した11頭（年齢5.1±2.0、産歴3.5±2.0）の受胎率を試

験区、VMT未実施の43頭（年齢4.8±2.1、産歴2.9±1.8）の受胎率を対照区とした。 

 

試験2 

調査内容：当試験場の乳用経産牛5頭において、黄体期にクロプロステノールC（フジタ製薬）2ml

を筋肉内投与し2日後の発情期にVMTを実施するとともに0.5%PIを133ml子宮内に注入し、7日後の血

中P値を測定した。同一牛で0.5%PI無処置の場合の発情から7日後の血中P値を測定し両者をpaired 

t検定で比較した。なお、発情後の排卵は超音波画像診断装置（トリンガ リニア，Esaote社）によ

り確認した。0.5%PIは動物用ネオヨジン液（ポビドンヨード2.0%，共立製薬）33mlを生理食塩水（

大塚製薬）100mlと混合し調製した。血中P値の測定は、尾静脈から採血して血清を分離し、測定時

まで-20℃で凍結保存した。P値の測定は、ECLIA法（福山臨床検査センター）で実施した。 

試験区分：発情期に0.5%PIを子宮内に注入した5頭の7日後の血中P値を試験区、同一牛でPI無処置

の発情から7日後の血中P値を対照区とした。 

 

試験3 

調査内容：A農場において、VMTにより膿汁混在があった個体に試験2と同様の方法で作成した0.5%P

Iを133ml子宮内に注入し、8日後に超音波画像診断装置（sasi-scan，BCF社）で黄体形成（長径20

㎜以上）割合を確認し、VMTで膿汁混在が無いPI無処置の場合とFisherの正確検定で比較した。 

試験区分：0.5%PIを処置した15頭の黄体形成（長径20mm以上）割合を試験区、PI無処置の28頭の黄

体形成（長径20mm以上）割合を対照区とした。 

 

 

成  績 

 

試験 1 

A農場において、ET前の発情期に VMT 未実施

で 8 日後に体内受精新鮮胚の ET を実施した場

合の受胎率は 37.2%であった（表 1）。A農場の

経産牛 43 頭において、発情期に外陰部から膣
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鏡を挿入し VMT を実施したところ、膿汁混在が

無かったのは 28 頭（65.1%）であった（図１）。 

8日後に長径 20mm 以上の黄体があったのは 18頭（64.3%）で、そのうち 11 頭について、同様に ET

を実施したところ受胎率は 54.5%と VMT 未実施の場合より高かった（表１）。なお、移植した胚の品

質９）は表 1 のとおりである。 

 

試験 2 

当試験場の供試牛5頭は発情期のVMTで膿汁混在は無かった。この5頭の発情期から7日後の血中P

値（平均±標準誤差）は3.76±0.89ng/mlであった。一方、発情期に0.5%PIを133ml子宮内に注入し

た場合の7日後の血中P値（平均±標準誤差）は2.00±0.60ng/mlで有意に低かった（図２）。（p=0.

039） 

 

試験 3 

A 農場において発情期の VMT で膿汁混在が無い 28 頭のうち、8 日後に長径 20 ㎜以上の黄体があ

ったのは 18 頭（64.3%）であった。一方、VMT で膿汁混在があった 15 頭に 0.5%PI を 133ml 子宮内

に注入したところ、8 日後に長径 20mm 以上の黄体があったのは 6 頭（40.0%）と少なかった。（表

２）。 

 

 

表 1 試験１の受胎率の比較 

 

区 分 
ランク 

計 
excellent good fair 

試験区 受胎率% 

（受胎頭数/移植頭数） 

100 

1/1 

57.1 

4/7 

33.3 

1/3 

54.5 

6/11 

対照区 受胎率% 

（受胎頭数/移植頭数） 

33.3 

6/18 

31.2 

5/16 

55.6 

5/9 

37.2 

16/43 

 

 

 

 

（頭数） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

区分 
黄体長径 

計 
20mm 以上 20mm 未満 

試験区 
6 

(40.0%) 

9 

（60.0%） 
15 

対照区 
18 

(64.3%) 

10 

(35.7%) 
28 

* 

図 2 試験 2 の血中 P 値の比較 

           *p<0.05 

 

表 2 試験 3 の黄体形成の比較 
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考  察 

A農場の乳用牛において、ET 前の発情期に VMT を実施したところ、35%に膿汁混在が認められた。

VMT の膿汁混在には膣炎や子宮頸管炎も存在するため必ずしも子宮内膜炎ではない３）が、今回 ET

対象から除外し受胎率向上を試みた。受胚牛の黄体形状は供用可能とされている黄体長径 20 ㎜以上
８）の個体のみとした。また、使用する胚は体内受精新鮮胚のみとした。結果、症例数が少なく有意

な差ではなかったが受胎率は 37.2%から 54.5%に上昇した。 

さらに発情期に VMT で膿汁混在があった個体に対し、PIで治療し 7～8日後の ET 実施に向けて黄

体機能への影響について調査した。子宮内膜炎の治療としては、抗生剤やヨード剤の子宮内注入が

多く行われている１）。特にヨード剤の注入は牛乳の出荷制限がないため使用しやすいが、子宮粘膜

の炎症を誘起し PGF2αを産生して黄体退行作用を示すこと知られている１０）。使用する濃度について

2.0%PI は細胞毒性が強く５）、また 1.0%PI でも性周期に変化を与えることが報告されている１１）。一

方、0.5%PI は潜在性子宮内膜炎が疑われる個体の AI実施翌日に 60ml を子宮内に注入すると受胎率

が向上するとの報告６）や ETを行う全頭に発情日から 2 日以内に 60ml 注入すると受胎率が向上する

との報告がある１２）ことから子宮内膜への侵襲性は低いと推察される。そこで、今回、臨床性子宮

内膜炎における 0.5%PI の子宮内注入について検証した。注入量については、細菌発育率低下には

0.5%PI では膿様貯留物の 10倍量以上が必要との報告がある７）ことから、今回、膿汁排泄のない潜

在性子宮内膜炎での注入量 60ml６）より多い 133ml を子宮内に注入し、黄体機能への影響について調

査した。 

ET前日及び人工授精 5 日目における血中 P値は 2.5 ng/ml 以上で受胎率が高いことが報告がされ

ている１３）１４）が、今回、発情期に 0.5%PI を 133ml 子宮内に注入した場合の 7日後の血中 P 値は平

均 2.00ng/ml で PI 無処置の場合の血中 P 値の平均 3.76 ng/ml より有意に低かった。さらに A農場

において、VMT で膿汁混在があった個体に 0.5%PI を 133ml 子宮内に注入したところ、有意な差では

なかったが、8 日後の黄体形成（20mm 以上）割合は 6/15 頭（40.0%）で、VMT で膿汁混在のない PI

無処置の場合 18/28 頭（64.3%）より減少した。黄体初期の子宮に対する機械的刺激は性周期を変化

させることが報告されており１５）、高容量の PI 注入により黄体形成が抑制された可能性が推察され

た。また、成績は示していないが試験 3において膿汁混在割合が高い個体ほど黄体形成が悪かった。

今回、VMTで膿汁混在があった個体に 0.5%PIを 133ml子宮内へ注入した後の治癒状況も不明であり、

子宮内の細菌感染が卵巣機能を低下させることも報告されている１６）１７）ことから、試験 3の結果

については、子宮内膜炎が黄体形成を抑制した可能性もあると考えられた。 

臨床性子宮内膜炎罹患牛への PI の子宮内注入は、0.5%より 2.0%の方が 2 週間後の子宮内膜細胞

診における多形核好中球の割合が有意に低く、その後の初回 AI受胎率も向上したとの報告があり１

８）、PI は有機物との接触で容易に失活するため、臨床性子宮内膜炎には 2.0%PI の方が有効とされ

ている１９）。 

以上より、発情期の VMT で膿汁混在が見られた個体に対しては 7～8 日後の ET は一旦中止し、

2.0%PI 等で治療した後、発情期の VMT で膿汁混在がないことが確認できた新たな性周期で ET を計

画した方がよいと推察された。 
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